
①６月よりweb予約に移行しています。詳細は 5月 28日の BLEND発信をご参照ください。  

②開室時間は、水曜日、11：00-18：00です。ご希望の時間帯をおっしゃってください。また、「対面」「電話」

「ZOOM」のうち、ご希望の相談の種類を、お伝えください。  

【対面による相談】 50分まで 

相談室の場所は道しるべ３階にあります。予約時に、ご確認ください。感染予防の観点からご家庭での検温、 

マスクの着用、入室前、退室後の手洗いをお願い致します。  

【電話での相談】 30分まで 

予約時刻になりましたら、事務局へお電話ください。相談室へ転送されます。 

【Zoomでの相談】40分まで 40分になりますと自動的に ZOOMの接続が切れます。 

事務局からお伝えしますアドレスに、メールをください。 

メールには、お名前、学年、クラス、申込み時に職員よりお伝えしました相談予約日時を書いてください。 

当日までに Zoomの招待メールを送ります。予約時刻になりましたら、Zoomにお入りください。 

ようやく朝夕は涼しくなってきました。長い夏でしたね。体調が整わなかった人も、少し楽になるか

もしれません。 

先日、社会の発展と空想（想像世界）についての講演を聞きました。大変興味深かったです。 

人類の進化について、皆さんの方が詳しいと思いますが、かつては、猿人、原人（北京原人な

ど）、旧人（ネアンデルタール人など）、新人（クロマニョン人などホモサピエンスの俗称です）と分類

され、段階的に進化したとされていました。しかし、DNAの解析が可能となった現代では、猿人、原

人、旧人、新人はそれぞれ進化し、絶滅していたという説が有力になりました。 

併存した時代もあり、旧人のネアンデルタール人は、ホモサピエンスと少なくとも数万年重なって

いて、ネアンデルタール人の方が身体は頑強、脳も幾分大きかった、と言われています。にもかか

わらず、現在まで残ったのはホモサピエンスです。ここからですが、ホモサピエンスは、「空想が可

能だった」ために、生き延びたというのが冒頭の講演の主旨でした。「空想、つまり目の前に実際に

ないものを想像し、言語で伝え、共有すること」は、驚くほどの進化をもたらしたのだと。馬がいなく

ても「馬」という言葉を共有すれば、騎馬戦の策を事前に練ることができる。ルールという「空想」を

共有すれば秩序が生まれ、作業を分担し、多くの人を組織できる。やがて時間や空間をイメージ

し、より大きな社会を構成することが可能になっていく、というお話で、なるほど！と思いました。 

空想は進化し続け、インターネット上の電子マネーも、動画も、SNSも“情報”であって、直接触れ

られません。人は“情報”の背景にあるだろう物体を「空想」し、熱狂し、時には誤情報に翻弄される

こともあります。ネアンデルタール人が私たちの暮らしを見たらどう感じるのでしょうか。「直接見た

り、話したりしたの」と問うでしょうか？「空想」だと思い直す時も必要ですね。  細野 SC 
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